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休日確保

具体的な取組み内容

試行工事の積極的な取組み
・休日確保評価型試行工事（工期指定）
R4年度：２件、 R5年度：５件

・荒天リスク精算型試行工事
R4年度：２件、 R5年度：１０件

R4ｄ補正予算（R4.12.2成立）に関し、現地施工期間をで
きるだけ確保するため、3月上旬以降契約できるよう
早期発注

パーティ数等を記載した工程表の速やかな提示（全工
事で概ね１週間以内に提示している）

全工事で工事品質調整会議を開催

今後の更なる取組み

港湾空港建設業界の意見も踏まえつつ、引き続き適
切な工期設定などに取組み、休日確保の拡大を推進
していく。

令和４年度完了工事の休日確保達成率は８４．６％。
未達成工事８件の主な要因は、前工事や他工事の遅れの影響、気象海象条件の影響（ケーソン据付等で
は連続した好天期間が必要）など。

港湾空港建設業界の意見も踏まえつつ、早期発注による余裕工期確保等の適切な工期設定、荒天リスク
精算型試行工事等の適用拡大、品質確保調整会議の活用などを通じた取組みを現場も含め徹底。

なお、アクションプログラム公表（R4.6）後に契約した工事（５０件）の休日確保達成率は、9８．０％。
※R5.5.31現在、継続中工事含む
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快適トイレ導入は全工事で実施中

プレキャストについては、秋田港防波堤上部工において
プレキャスト部材による施工を進めているほか、
久慈港、酒田港においても導入を検討中

遠隔臨場はR4.12以降、対象工種を含む全工事を対象に本格運用を開始済み
※現地における電波状況を考慮して運用
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働く場改革

種市高校支援
：EE東北や八甲田丸港フェスタでのPR（ポスター掲示）、
小中学生向け久慈港現場見学会でのPR（潜水作業の実演見学や資料配布）

表彰拡大（下請けへ）
：R５年度より、下請企業表彰に対する総合評価における加点評価

業界と協働したリクルート活動や効果的な広報
：官民合同の「みなと見学会」を開催
（R4年度開催港：３港（青森港、久慈港、酒田港）、

対象：高校生・高専生・大学生、 参加者：１０５名）
※このほか、直轄事務所単独の現場見学会も計２０回開催（約３００名が参加）

：R５年度は、上記のほか、官民合同の大学生向け「講義」を開催予定
：引き続き、官民で意見交換しつつ、積極的に取組みを推進

担い手確保・育成・定着

R5.6 港湾空港建設業界との意見交換 2

R4d 久慈港湾口防波堤現場見学会

R4d 官民合同のみなと見学会（青森港）

秋田港防波堤上部工（プレキャスト施工状況）
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BIM/CIM実施件数：工事・業務合わせ、R4年度実施件数２３件（実施率８０％）、
R5年度実施件数２４件（実施率１００％）

講習会の実施、官民で技術を共有できる取組み
：R4年度、民間技術発表会、若手技術者発表会を実施（R5年度も実施予定）

DXの推進

東北管内に在港する主要作業船（潜水士船除く）８５隻について、係
留状況を把握済み。これら在港船に加え、外来船に関する各港の実
態整理と対応策について港湾空港建設業界と官民共同で検討中。

酒田港では、護岸を有効利用して新たに係留場所を確保済み。
能代港でも新たな係留場所確保のための具体的取組みを検討中。

作業船の安定的な維持

企業BCPの策定推進、津波訓練
：企業BCPは７４社認定済み（R５.４時点）
：地震・津波防災訓練をR4.11に仙台塩釜港仙台港区にて実施

日本埋立浚渫協会が作成した東日本大震災対応の映像「航路啓開編」と
「災害復旧編」が3.11伝承ロード推進機構の映像アーカイブ事業に認定

R4.3福島県沖地震では、相馬港ですべての公共岸壁が被災（４バースのみ利用可能）
災害協定に基づく官民合同の被災調査等を経て、
応急復旧によりR4.4末までに１０バース利用可能に。引き続き本復旧工事を実施中。

災害時対応強化

3.11伝承ロード推進機構の
映像アーカイブ事業QRコード

R4d 民間技術発表会

根固ブロック
（使用者が設置）

酒田港の係留場所確保の概要

吊筋

根固ブロック（イメージ）

護岸背後に設置する根固ブロックの
吊筋を利用し、作業船を係留


